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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成24年5月31日(2012.5.31)

【公開番号】特開2012-72157(P2012-72157A)
【公開日】平成24年4月12日(2012.4.12)
【年通号数】公開・登録公報2012-015
【出願番号】特願2011-242133(P2011-242133)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｋ  39/39     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  39/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  15/08     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  43/00     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ   7/06     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  14/575    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｋ  39/39    ＺＮＡ　
   Ａ６１Ｋ  39/00    　　　Ｈ
   Ａ６１Ｐ  15/08    　　　　
   Ａ６１Ｐ  43/00    １０５　
   Ｃ０７Ｋ   7/06    　　　　
   Ｃ０７Ｋ  14/575   　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成24年3月8日(2012.3.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　イオン性多糖成分およびサポニン成分からなり、そのサポニン成分が免疫賦活複合体で
ある、アジュバント組成物。
【請求項２】
　イオン性多糖がイオン性デキストランである、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　イオン性デキストランがＤＥＡＥ‐デキストランである、請求項２に記載の組成物。
【請求項４】
　免疫賦活複合体が無タンパク質免疫賦活複合体である、請求項１に記載の組成物。
【請求項５】
　免疫賦活複合体がQuil Ａ、コレステロールおよびリン脂質からなる、請求項１に記載
の組成物。
【請求項６】
　イオン性多糖成分対免疫賦活複合体成分の質量比が５０～３００の範囲、好ましくは１
００～１４０の範囲である、請求項１に記載の組成物。
【請求項７】
　質量比が約１２５である、請求項６に記載の組成物。
【請求項８】
　ＤＥＡＥ‐デキストラン約１０ｍｇおよび免疫賦活複合体約８０μｇからなる、請求項
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１に記載の組成物。
【請求項９】
　ＤＥＡＥ‐デキストラン約１００ｍｇおよび免疫賦活複合体約８００μｇからなる、請
求項１に記載の組成物。
【請求項１０】
　ＤＥＡＥ‐デキストラン約１５０ｍｇおよび免疫賦活複合体約５００μｇからなる、請
求項１に記載の組成物。
【請求項１１】
　免疫原およびアジュバント組成物からなり、そのアジュバント組成物が請求項１～１０
のいずれか一項に記載された組成物である、免疫原性組成物。
【請求項１２】
　免疫原がＬＨＲＨからなる、請求項１１記載の免疫原性組成物。
【請求項１３】
　免疫原がＬＨＲＨ‐ジフテリアトキソイド接合体からなる、請求項１２記載の免疫原性
組成物。
【請求項１４】
　イオン性多糖５～５００ｍｇおよび免疫賦活複合体４０～４０００μｇ中にＬＨＲＨ‐
ジフテリアトキソイド接合体５～５００μｇを含んでいる、請求項１３記載の免疫原性組
成物。
【請求項１５】
　１種以上の製薬上許容されるキャリアおよび／または希釈物と一緒に、請求項１１～１
４のいずれか一項に記載された免疫原性組成物を含んでいる、医薬組成物。
【請求項１６】
　請求項１１～１４のいずれか一項に記載された免疫原性組成物の有効量を動物に投与す
ることからなる、動物で有効な免疫応答を働かせる方法。
【請求項１７】
　動物で有効な免疫応答を働かせるための組成物の製造に関する、請求項１～１０のいず
れか一項に記載されたアジュバント組成物の使用。
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